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慢性血栓塞栓性肺高血圧症 (CTEPH)
に対するコンビネーション治療
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慢 性 血 栓 塞 栓 性 肺 高 血 圧 症 
(Chronic thromboembolic pulmonary
hypertension, CTEPH)は器質化した血栓
により肺動脈が慢性的な狭窄・閉塞を
起こした結果、肺高血圧症から右心不
全を来す予後不良な厚生労働省指定
難病です。

息切れを主症状とし、以前は肺動脈
内膜摘除術 (Pulmonary endarterectomy,
PEA)が唯一の根治的治療でしたが、近
年ではバルーン肺動脈拡張術 (Balloon
pulmonary angioplasty, BPA)の発展や、
内服薬の保険承認により、治療の幅が
拡大しています。

現在ではこれらの治療を組み合わせ
ることで、手術を要する重症CTEPH患
者さんに対しても、手術を乗りきるだけ
ではなく、手術後の心肺機能の正常化
をできる限り目指すことを目標としてい
ます。これらの治療の概要と組み合わせ
治療の効果について解説します。


